
 

 

 

 

最近、ニュース等で毎日のように耳にする「熱中症」ですが、今年は救急搬送者数が多くなって 

います。前年同時期と比較すると福島県では約３倍にもなっていますので、水分塩分の補給や休憩をこまめにとる等の予防

対策をしましょう。 

 先月から今月にかけて県内で麻しんの発生がありました。皆さん、麻しん風しんの予防接種を２回接種していますか？ 

麻しんウイルスの感染力は非常に強いですが、２回の予防接種でほとんどの人が抗体を得ることができます。 

発熱や発疹などの麻しんと思われる症状が出た場合には、直接受診をしないで、まずは医療機関に連絡をとり、指示に従っ

て受診しましょう。 

〈感染症流行状況〉※南会津地域の指定医療機関（２か所）からの報告をもとに作成しています。 

 ２４週 ２５週 ２６週 ２７週 ２８週 県内の状況 

麻しん ０ ０ ０ ０ ０ 第２６週～２８週で 

計１０名（すべて県南） 

咽頭結膜熱 ０ ０ ０ ０ ０ 管内を除くすべての 

地域で流行・小流行 

手足口病 ０ ０ ０ ０ ０ １地域で小流行 

ヘルパンギーナ ０ ０ ０ ０ ０ 管内を除くすべての 

地域で流行・小流行 

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ０ ０ ０ ０ １（小流行） 県内ほとんどの地域で

小流行・流行 

※数字の後ろの（）内は南会津管内の流行状況です 

〈今月のトピックス〉夏に流行する感染症～Ｐａｒｔ２～ ＆ 肝臓週間 

平 成 ３ ０ 年 ７ 月 

福島県南会津保健所 

電話 0241-63-0306 調査対象期間：２０１８年第２４週～第２８週（６／１１～７／１５） 

 

  

夏に流行する感染症～Part２～ 

例年、夏にかけ子どもに多くみられる感染症であり、

夏かぜの原因となる「咽頭結膜熱」、「手足口病」、「ヘ

ルパンギーナ」について先月と今月の２回に分けて紹

介しております。今月は「ヘルパンギーナ」について

です。 

◎ヘルパンギーナ 

【原因】エンテロウイルス 

【症状】３８～４０℃の発熱、のどの痛み・水疱 

【感染経路】くしゃみなどの飛沫感染、患者との接触 

【対策】手洗い、手指消毒やうがい 

７月２３日～７月２９日は「肝臓週間」です 

〈肝炎ウイルス検査を受けましょう！〉 

ウイルス性肝炎は国内最大級の感染症であり、１００人に１

人が B 型肝炎ウイルスもしくは C 型肝炎ウイルスに感染し

ているといわれています。肝がんの原因の約８割がウイルス

性肝炎です。肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、自覚症状が現

れにくく気がついたときには肝硬変や肝がんなど命に関わ

る病気になっていることも多いです。ウイルスに感染してい

るかどうかは検査でしか分かりませんが、感染を早期に発見

し、早期に治療すれば重い病気になるのを防ぐことができま

す。肝炎ウイルス検査は保健所や指定の医療機関で受けるこ

とができます。お気軽にご相談ください。 

＊＊＊南会津保健所医療薬事課＊＊＊ 

検査日：毎 週 火曜日  ９：００～１０：３０ 

    第１・３ 月曜日 １７：１５～２０：００ 

電 話：０２４１ー６２－０３０６ 

※検査を受けるためには必ず事前予約が必要です 

流水・石けんを使いましょう 

タオルの共有は 

避けましょう！ 

指の間や爪の間手首もしっ

かりと洗いましょう 


